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自己紹介(本業?の宣伝)



そもそも論文が出版されるとは？



いくつかのポイント

• 査読されていない論文 =「著者以外誰も中身をチェックしていない」

• 査読された論文 =「少なくともレフェリーは中身をチェックしたはず」

• 査読を通ったから「正しい」というわけではない

– 極端なケース: 雑誌自体が悪い

∗ 「ハゲタカ雑誌」
∗ 学会自体がトンデモ

– 査読者がたまたま適当

– 査読者がチェックできない間違いがある



出版されたあと

論文に色々な問題が見つかることがある。

• タイプミス (数値が違うとか式が違うとかだと重大)

• 計算間違い (理論計算でのミス、データ処理プログラムでのミス)

• いわゆる捏造、改竄 (今日は盗用の話はしない方向で)

上2つは意図しない間違い、下は意図的
どっちなのかわかるか？というと、分からないケースもある。

他の人がみつけて、著者と意見の相違がでることもある。



人を対象とする医学系研究

• 研究を始める前に、所属する研究機関の倫理審査委員会に、研究計画書を
提出し、承認される必要がある。

• 研究計画書の提出と審査、承認は、研究開始の前でなければならない。

• 研究計画書に書いた研究手法と実際の研究手法が (特にデータ取得のとこ
ろで)違ってはいけない。



Erratum, Corrigendum, Addendum
牧野の経験した例から。

Erratum, Corrigendum

(この2つあまり違わない。雑誌によってどっち使うかくらい)

これは私の論文。タイプミス修正。



Addendum

これは「ハッブル宇宙望遠鏡で球状星団の中心にブラックホールを発見した」という論文の

「Addendum」。実はモデルフィッティングが間違ってて計算しなおしたらブラックホールは
なくなった。でも、「Addendum」。



Addendum続き

• この観測のモデルフィットはおかしい、という論文を別のグループが書いて、arxivにだ
すよ、と著者に連絡したら、その同じ日にこの Addendumが arxivに投稿された

(=著者はだいぶ前から自分達の間違いに気が付いていて原稿も用意していたらしい)

• 本来 Erratumだが著者達は、、、

• これは元論文はちゃんとアクセプトされてからプレスリリースした。この訂正について
は宇宙望遠鏡科学研究所ではなくて NASA本体からプレスリリースがあった。

(組織としてあるべき対応)



Retraction =「撤回」

• 牧野は (この宮崎早野論文以外)関わった経験ない。

• 基本的には、「修正可能な間違い」ではない重大な問題が露見した、ということ。 撤回
を決めるのが誰か、著者が納得したか、どういう理由か、は色々。

有名な例 (非常に多く引用された撤回論文)
Visfatin: A Protein Secreted by Visceral Fat That Mimics the Effects of Insulin, Sci-
ence 2005, 307, 426
Retraction notice: “At the suggestion of the editor of Science, we have agreed to
retract the paper, even though we continue to stand by our conclusions.”
この研究グループからは他に複数の捏造の疑いがある論文がでた。大学の調査委員会は意図

的な不正とは認めなかった (こういうケースは非常に多い)
他の研究者からの指摘に著者がきちんと答えず、しかし間違いも認めない、というのはある

意味典型的。



他の研究者はどうやって問題を指摘するか？
実は雑誌・分野によって色々。

• 普通の論文を普通にだして指摘。先程の Addendumの例はこれ。

• 出版された論文について特別に「Comment」を「Letter to the editor」の形で受け付
ける雑誌も最近多い。「宮崎・早野論文」の Journal of Radiological Protection (JRP)
はこのタイプ。

– レターは通常の論文と同じようにレフェリーによる査読を受け、アクセプトされた
ら出版される。

– (JRPの場合)著者による返答も同時に掲載するのが原則。(著者が無限に応答しない
時どうするのか？という問題があるシステム)

• 問題が確認されても、必ず修正や撤回がでるわけではない。「間違い」自体は科学研究に
おいて普通におこる。修正・撤回は「普通にやれば起きない問題」への対応。



まとめ

• 査読のないプレプリントサーバー論文はいうまでもなく、査読を通った論文にも色々な
問題があることがある。

• 意図的ではない間違い (だけれどもそのために著者が希望する結論になってしまったも
の)、意図的なもの、色々ある。必ずしも区別できるわけでもない。

• とはいえ、どうみてもおかしいのに著者は認めない、ということも多くあり、意図的で
ない間違いなら認めそうなものだということも。

• 大学の調査委員会や学会 (雑誌編集委員会)の振舞いも色々。きちんと調査することもあ
るが、、、

• 人を対象とする医学系研究では、研究計画書との齟齬も問題。


